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【67】大田市温泉津町湯里 専念寺（宮本 温 01/ﾛｰﾀﾘｰ 74） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市温泉津町湯里温泉郷下 鉄道高架下 専念寺の道路脇 

北緯３５°０６′３２．６８″／東経１３２°２２′３３．７１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 61.5／奥行き最大 36 
台石１段目幅 110／奥行き 108.5 
台石２段目幅 148／奥行き 141 
台石３段目幅 199／奥行き 164 

単位：ｃｍ 

【
建
立
年
】
天
保
11
年
（
１
８
４
０
） 

【
建
立
者
】
本
郷
／
温
泉
郷
下
組
／
湯

湊 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
（
蓮
の
花
） 

［
碑
石
右
面
］
享
保
癸
丑
之
夏
五
月
二

十
六
日
卒
／
故
明
府
井
戸
平
左
衛
門

正
明
君
祀
尊
碑 

［
碑
石
左
面
］
維
旹
天
保
庚
子
初
夏
謹

建
焉 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
右
か
ら
「
本
郷
／

温
泉
郷
下
組
／
湯
湊 

［
同
左
右
面
］
世
話
人
の
名
が
数
人
彫

っ
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
読
め
な
い 

［
二
・
三
段
目
台
石
］
な
し
。 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

国
道
９
号
か
ら
湯
里
に
入
り
、
鉄
道

の
高
架
を
く
ぐ
っ
て
湯
湊
方
面
に
向

か
う
と
す
ぐ
右
手
に
あ
る
の
が
専
念

寺
。
道
路
沿
い
に
地
蔵
堂
と
並
ん
で

立
っ
て
い
る
。
碑
銘
は
道
路
側
に
彫

っ
て
あ
り
、
大
き
な
碑
で
、
約
50
㌢

の
高
さ
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
見
上
げ
る
ほ
ど
大
き
い
。
比

較
的
軟
ら
か
そ
う
な
石
だ
が
、
傷
み

は
少
な
い
。
碑
の
前
の
花
立
て
に
は

花
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

   

（
調
査
日
２
０
１
９
年
１
月
17
日
） 

200 

303 

46 

30 

27 

専念寺 
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【68】大田市温泉津町湯里中村（宮本 温 04/ﾛｰﾀﾘｰ 73） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市温泉津町湯里村 県道沿い（豊田屋の下） 

北緯３５°０５′４８．２５″／東経１３２°２２′４４．９１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：ｃｍ 

碑石最大幅 77／奥行き最大 60 
台石幅 106／奥行き最大 105 

【
建
立
年
】
文
政
11
年
（
１
８
２
８
） 

【
建
立
者
】
温
泉
本
郷
上
組 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
（
蓮
の
花
） 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日
／
前
御
代
官
井
戸
平
左
衛
門
□

□
□
／
調
立
主
温
泉
本
郷
上
組
／
世

話
人
周
平
ヱ
／
好
蔵 

［
碑
石
左
面
］
旹
文
政
十
一
戊
子
五
月

謹
立
／
村
役
人 

林
義
助
／
山
根
周

助
／
同
苗
勇
蔵
／
安
田
豊
平
ヱ
〔
碑

文
の
一
部
は
「
ふ
る
さ
と
ア
ル
バ
ム
」

（
平
成
８
年
山
本
隆
慶
著
）
に
よ
る
〕 

［
台
石
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

県
道
沿
い
に
ほ
か
の
２
基
の
石
碑
と

並
ん
で
建
つ
。
建
立
年
が
石
碑
に
彫

っ
て
あ
る
も
の
と
し
て
は
大
田
市
で

最
古
（
波
根
町
の
碑
は
別
文
書
に
１

８
２
０
年
と
あ
る
）。
比
較
的
堅
い
自

然
石
だ
が
、
碑
石
左
右
面
の
小
さ
な

文
字
は
浅
く
な
っ
て
い
て
読
み
に
く

い
。
「
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居
士
」

（
「
殿
」
が
あ
っ
て
「
大
」
が
な
い
）

の
文
字
と
、
文
字
の
下
に
蓮
の
花
を

配
し
た
図
案
が
野
田
、
専
念
寺
の
碑

と
共
通
し
て
お
り
、
後
か
ら
建
て
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
２
基
は
中
村
の
碑

を
踏
襲
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
１
９
年
１
月
12
日
） 

160 

178 

18 

豊田屋 
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【69】大田市温泉津町湯里野田（宮本 温 02/ﾛｰﾀﾘｰ 75） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市温泉津町湯里野田 垰田氏宅前の山道を約２００メートル上がった新谷家の墓地 

北緯３５°０５′５６．８８″／東経１３２°２３′３７．４４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 62／奥行き最大 36 
台石１段目幅 94.5／奥行き 93 
台石２段目幅 130／奥行き 130 
台石３段目幅 185／奥行き 188 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
野
田
組
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
（
蓮
の
花
）
／
右
に
「
享
保
十
八
癸

丑
五
月
廿
六
日 

野
田
」
左
に
「
井
戸

平
左
衛
門
尉
諱
正
明 

組
中
」 

［
碑
石
左
右
面
］
な
し 

［
一
段
目
台
石
前
左
右
面
］
（
「
ふ
る
さ

と
ア
ル
バ
ム
」
よ
り
）
当
時
庄
屋
坂
根

一
平
／
当
時
頭
百
姓
臼
井
仁
五
右
ヱ

門
／
当
時
百
姓
代
帯
刀
又
十
郎
／
世

話
方
宮
原
祐
右
ヱ
門
／
同
山
田
千
代

太
郎
／
山
田
吉
子
平
ヱ
／
山
本
佐
平

／
足
利
吉
左
ヱ
門
／
福
光
石
工
忠
四

／
竹
作
／
野
田
石
工
藤
十
郎
／
同
保

国
／
難
波
松
太
郎
／
新
右
ヱ
門 

［
二
・
三
段
目
台
石
］
な
し
。 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

比
較
的
軟
ら
か
そ
う
な
石
だ
が
、
傷

み
は
少
な
い
。
昔
往
還
で
あ
り
、
願
成

寺
と
馬
路
に
至
る
三
差
路
の
手
前
の

左
側
に
開
け
た
墓
地
。
山
側
に
ほ
か

の
石
碑
群
と
と
も
に
約
50
㌢
の
石
組

み
の
上
に
建
っ
て
い
る
。
専
念
寺
の

石
碑
同
様
、
大
き
な
石
碑
だ
。 

 
合
わ
せ
て
11
基
の
石
碑
と
１
基
の
灯

籠
が
あ
り
、
石
碑
は
「
帯
刀
常
助
之
碑

（
Ｍ
34
）
」
「
柿
田
常
吉
之
碑
（
Ｍ

23
）
」「
贈
新
谷
迷
悟
居
士
（
Ｍ
20
）
」

「
濱
之
松
清
作
碑
（
Ｍ
32
）
な
ど
。 

 

（
調
査
日
２
０
１
９
年
１
月
12
日
） 

180 

垰田宅 

260 

23 

30 

27 

単位：ｃｍ 
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【70】大田市温泉津町湯里西田 水上神社（宮本 温 03/ﾛｰﾀﾘｰ 76） 井明府之碑 
 

 

所在地 大田市温泉津町湯里西田 水上神社石段右手 

北緯３５°０５′２４．９５″／東経１３２°２３′４１．９９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 47／奥行き 32.5 
足部分最大幅 92／奥行き最大 76 
台石１段目幅 122／奥行き 97 
台石２段目幅 152／奥行き 123 

単位：ｃｍ 

【
建
立
年
】
安
政
２
年
（
１
８
５
５
年
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
之
碑 

［
碑
石
左
面
］
安
政
二
年
龍
舎
乙
卯
七

月
建
之 

［
台
石
前
面
］
な
し 

［
二
・
三
段
目
台
石
］
な
し
。 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

福
光
石
と
思
わ
れ
る
軟
ら
か
そ
う
な

石
に
井
明
府
之
碑
の
文
字
が
深
く
彫

ら
れ
て
る
。「
碑
」
の
文
字
の
下
部
分

が
剥
落
し
て
い
る
。
碑
石
の
背
面
全

面
ほ
か
セ
メ
ン
ト
で
補
強
さ
れ
て
い

る
。
猫
足
に
す
る
な
ど
格
調
高
い
（
№

49
水
上
町
福
原
下
の
碑
と
酷
似
）。
神

社
に
上
が
る
階
段
の
右
手
に
、
道
路

か
ら
約
１
・
５
㍍
高
い
場
所
に
設
置

場
所
を
整
備
し
て
設
置
さ
れ
て
お

り
、
丁
重
な
扱
い
が
感
じ
ら
れ
る
。 

安
政
２
年
の
「
泰
雲
院
殿
石
碑
取
立

勘
定
帳
」
に
よ
る
と
、
寄
付
は
殿
居
、

蔵
座
、
温
泉
津
の
木
津
屋
の
ほ
か
、
矢

瀧
谷
、
机
原
谷
、
上
市
、
老
原
谷
、
下

市
、
郷
中
の
各
組
、
瑞
泉
寺
、
清
源
寺
、

称
名
寺
、
願
楽
寺
、
浄
林
寺
、
水
上
神

社
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
文
字
は

梅
保
氏
が
揮
毫
し
西
田
と
福
光
の
石

工
が
施
工
、
清
源
寺
が
開
眼
法
要
を

営
ん
だ
と
の
記
録
が
あ
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
１
９
年
１
月
12
日
） 

128 

233 

25 

59
27 

21 

水上神社 

0

0 
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【71】大田市温泉津町小浜 厳島神社 （宮本 温 07/ﾛｰﾀﾘｰ 80） 正朋井戸君碑 
 

 

所在地 大田市温泉津町小浜 厳島神社拝殿の一段下の境内 

北緯３５°０５′３２．９２″／東経１３２°２０′５６．７５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
44
年
（
１
９
１
１
） 

【
建
立
者
】
小
濱
中 

 

［
碑
石
前
面
］
正
朋
井
戸
君
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
四
十
四
年
二
月
建

之 

小
濱
中
／
建
設
委
員
／
寺
本
寛

三
郎
／
油
谷
登
三
郎
／
藤
井
啓
太
郎 

［
碑
石
裏
面
］
石
工
／
坪
内
亀
一 

［
台
石
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

Ｊ
Ｒ
温
泉
津
駅
か
ら
西
へ
約
２
０
０

㍍
の
と
こ
ろ
に
あ
る
厳
島
神
社
。
拝

殿
か
ら
階
段
を
下
り
た
下
の
段
の
境

内
の
右
側
に
立
っ
て
い
る
。
碑
石
は

２
０
６
㌢
も
あ
る
大
き
な
も
の
で
傷

み
も
な
い
。
そ
れ
が
１
６
６
㌢
も
あ

る
立
派
な
石
組
の
上
に
乗
っ
て
い
る

の
で
見
上
げ
る
ほ
ど
大
き
い
。
総
高

さ
４
２
２
㌢
は
大
田
市
で
最
大
。
１

段
目
の
台
石
は
海
石
か
。「
正
朋
井
戸

君
碑
」
の
表
記
は
、
明
治
16
年
に
温

泉
上
町
に
再
建
さ
れ
た
井
戸
公
碑
と

同
じ
だ
が
、
こ
ち
ら
は
「
正
朋
」
と
読

め
る
。 

       

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

単位：ｃｍ 

206 

422 

166 

50 

碑石 最大幅 65／奥行き最大 60 
台石１段目 最大幅 114／奥行最大 166 
台石２段目（石組）最大幅 250／奥行最大 280 
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【72】大田市温泉津町日祖 大元神社 （宮本なし/ﾛｰﾀﾘｰ 95） 井戸平左衛門君之碑 
 

 

所在地 大田市温泉津町日祖 大元神社境内 

北緯３５°０６′１２．０４″／東経１３２°２１′０９．５５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 37／奥行き 25 
台石１段目 幅 59／奥行 48 
台石２段目 幅 76／奥行 63 
台石３段目 幅 110／奥行 96 
台石４段目 幅 150／奥行 181 
台石５段目（石組）最大幅 205／奥行最大 215 
 

【
建
立
年
】
大
正
３
年
（
１
９
１
４
） 

【
建
立
者
】
日
祖
中 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
平
左
衛
門
君
之
碑 

［
碑
石
左
右
・
後
面
］
次
葉
に
記
載 

［
碑
石
右
面
］
建
設
委
員
／
友
村
常
三

郎
／
石
田
喜
三
郎
／
石
田
傅
一
／
石

田
與
吉
／
松
原
榮
作
／
安
江
久
太
郎

／
加
藤
與
三
郎
／
友
村
善
太
郎
／
工

事
擔
任
者
／
森
田
虎
市 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
日
祖
中 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

宮
本
調
査
に
は
な
く
、
ロ
ー
タ
リ
ー

調
査
で
新
た
に
確
認
さ
れ
た
。
大
元

神
社
に
現
在
社
殿
は
な
く
、
鳥
居
と

「
宮
址
の
碑
」
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の

「
宮
址
の
碑
」
の
後
ろ
に
井
戸
公
碑

が
立
ち
、
そ
の
右
隣
に
小
祠
が
あ
る
。

台
石
を
５
段
も
積
み
、
最
下
段
は
石

を
２
段
に
組
み
上
げ
た
て
い
ね
い
な

碑
。
碑
石
の
左
右
面
、
後
面
に
長
文
の

碑
文
が
残
っ
て
い
る
（
次
葉
に
掲

載
）。
碑
石
は
福
光
石
で
少
し
傷
み
も

あ
る
が
、
ま
だ
文
字
は
読
め
る
。 

「
井
戸
平
左
衛
門
」
と
フ
ル
ネ
ー
ム

が
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
市
内
で
は
仁

摩
町
大
国
と
こ
の
碑
だ
け
だ
。
長
文

の
碑
文
も
記
さ
れ
て
お
り
、
井
戸
公

の
遺
徳
を
将
来
に
向
け
て
正
確
に
伝

え
よ
う
と
し
た
か
の
よ
う
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

単位：ｃｍ 

256
24 

106 

70 

14 

24 

24 
 

18 
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【72】大田市温泉津町温泉津日祖 大元神社  井戸平左衛門君之碑 続き（碑文）  

 

  

碑
文
（
碑
石
左
面
） 

君
諱
ハ
正
明
享
保
十
六
年
九
月
二
日
石
見
代
官
ニ
補
セ
ラ
レ
十 

三
日
大
森
ニ
着
任
シ
石
見
備
中
備
後
三
國
ノ
幕
領
ヲ
支
配
ス
當 

時
比
年
稔
ラ
ス
大
森
銀
山
料
地
ハ
荒
凉
ヲ
極
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
賑 

恤
救
荒
ハ
大
ニ
力
ヲ
致
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
ナ
レ
ハ
凍
餓
流
亡
者
ヲ 

生
セ
ス
殊
ニ
中
國
に
於
ケ
ル
今
日
ノ
甘
藷
ハ
君
カ
鹿
児
島
ヨ
リ 

碑
文
（
碑
石
後
面
） 

徴
シ
料
内
ニ
頒
チ
タ
ル
百
斤
ノ
塊
根
ヲ
以
テ
原
種
ト
ナ
ス
十
八 

年
五
月
某
日
停
職
且
笠
岡
ニ
於
テ
待
命
ノ
示
達
ヲ
受
タ
リ
茲
ニ 

君
ハ
引
責
以
テ
二
十
六
日
同
地
ニ
テ
自
盡
ス
歳
六
十
二
威
徳
寺 

ニ
葬
リ
泰
雲
院
義
岳
良
忠
居
士
ト
謚
ス
明
治
四
十
三
年
十
一
月 

十
六
日
特
ニ
位
記
ヲ
賜
ヒ
従
四
位
ヲ
贈
ラ
レ
タ
リ 

 
 
 
 

大
正
三
年
五
月
中
浣
建
之 

  

碑石後面        碑石左面 



83 

 

【73】大田市温泉津町温泉上町 （宮本 温 08/ﾛｰﾀﾘｰ 77） 正明井戸君碑 
 

 

所在地 大田市温泉津町温泉街温泉上町 町営バス温泉津上町バス停前の交差点 

北緯３５°０５′４８．２７″／東経１３２°２１′０４．９０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
16
年
（
１
８
８
３
） 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
正
明
井
戸
君
碑 

左
に

「
大
教
正
華
頂
山
松
翁
」
㊞
㊞ 

［
碑
石
右
面
］
明
治
十
六
癸
未
年
五
月

再
建
之
／
福
光
石
工 

坪
内
和
七 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

温
泉
津
温
泉
の
温
泉
街
を
海
岸
側
か

ら
進
む
と
、
町
並
み
が
終
わ
る
付
近

の
交
差
点
の
山
側
を
整
備
し
て
、
地

蔵
と
井
戸
公
碑
が
立
っ
て
い
る
。
約

１
・
５
㍍
の
高
さ
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
積

ん
で
広
場
を
作
り
、
階
段
で
上
が
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
道
路
か

ら
見
る
と
見
上
げ
る
形
に
な
る
。「
正

明
井
戸
君
碑
」
の
文
字
は
知
恩
院
の

高
僧
、
養
鸕
徹
定
（
う
が
い
て
つ
じ
ょ

う
）
の
揮
毫
。
碑
石
に
苔
は
あ
る
が
傷

み
は
な
い
。 

           

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

単位：ｃｍ 

206 

322 

74 

42 

碑石 最大幅 70／奥行き最大 46 
台石１段目 最大幅 150／奥行最大 96 
台石２段目（ｺﾝｸﾘｰﾄ）幅 138／奥行 130 
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【74】大田市温泉津町上村 （宮本 温 06/ﾛｰﾀﾘｰ 79） 泰雲院殿義岳良忠大居士 
 

 

所在地 大田市温泉津町上村 市道福光西田線沿い 

北緯３５°０４′２６．７１″／東経１３２°２１′３０．２３″（国土地理院地図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 最大幅 101／奥行き最大 84 
台石 幅 182／奥行 1173 

【
建
立
年
】
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
） 

【
建
立
者
】
當
上
村
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士
／
右
に
「
享
保
十
八
癸
丑
年
」
左

に
「
五
月
二
十
六
日
逝
」 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
明
鑑
之
鴻
恩
ヲ
謝

シ
テ
時
／
嘉
永
七
年
寅
四
月
建
碑
之

／
発
起
者
／
庄
屋
木
島
市
郎
兵
衛
／

見
習
木
島
栄
三
郎
／
頭
百
姓
木
島
吉

郎
兵
衛
／
伊
勢
七
郎
平
衛
／
見
習
伊

勢
助
一
郎 

［
碑
石
裏
面
］
爰
ニ
明
治
廿
四
年
第
四

月
補
工
事
主
唱
者
／
木
島
清
之
助 

［
玉
垣
記
載
文
字
］
次
葉
に
記
載
。 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

宮
本
氏
の
調
査
で
は
市
役
所
温
泉
津

支
所
近
く
の
大
賀
モ
ー
タ
ー
ス
か
ら

上
村
に
向
か
う
道
沿
い
に
あ
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
な
か
っ
た
た
め
、
温

泉
津
公
民
館
の
友
村
館
長
に
場
所
を

教
え
て
い
た
だ
き
現
地
に
。
出
か
け

た
。
同
線
の
改
良
工
事
に
伴
っ
て
移

転
さ
れ
た
よ
う
だ
。
石
碑
広
場
の
よ

う
な
広
い
場
所
に
「
幽
蘭
女
史
松
尾

米
子
之
碑
」「
故
林
﨑
政
子
先
生
追
慕

碑
」
の
２
碑
、
巨
大
な
石
灯
籠
が
並

び
、
井
戸
公
碑
に
は
立
派
な
玉
垣
が

め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
石
碑
、
広
場
の

規
模
な
ど
が
大
き
く
、
情
報
量
も
非

常
に
多
い
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
20
日
） 

単位：ｃｍ 

190 

237 

47 
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【74】大田市温泉津町温泉津上村 泰雲院殿義岳良忠大居士 続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

石碑広場全体 

玉垣左側       広場全体（右側から）                玉垣右側 

［
玉
垣
右
側
］ 

當
上
村
中
／
組
頭
／
平
石
林
平
／
福
富
平
一
郎
／
原

田
新
平
／
田
儀
藤
平 

 

盡
力
者
／
組
頭
／
松
尾
佐
平
太
／
田
儀
良
平
／
田
儀

健
助
／
木
島
豊
兵
衛 

 

福
光
西
田
線
道
路
改
良
工
事
ニ
伴
ヒ
井
戸
公
碑
外
移

転
修
復
工
事 

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
竣
了
ス
／
施

主
兼
修
復
代
表
石
田
豊
秋
／
上
村
東
区
長 

田
中
正

男
／
上
村
西
区
長 

平
石
秀
敏 

［
玉
垣
左
側
］ 

初
工
ヲ
起
シ
タ
ル
際
細
文
字
彫
刻
玉
垣
等
ノ
工
事
ヲ

終
サ
ル
ヲ
以
爰
ニ
明
治
廿
四
年
四
月
再
工
竣
了
ス 

組
頭
／
堂
本
種
平
／
伊
勢
粂
四
郎
／
石
田
眞
十
郎
／

足
利
臺
四
郎
／
矢
研
田
芳
平 

再
工
世
話
人
／
坪
内
與
吉
／
花
田
源
次
／
大
畑
玉
次

郎
／
山
口
源
市 

石
工
／
坪
内
利
平
／
坪
内
善
八
／
重
田
岡
平
／
重
田

惣
七 

再
工
石
工
／
坪
内
利
市
／
坪
内
和
市 
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【75】大田市温泉津町飯原 （宮本 温 05/ﾛｰﾀﾘｰ 78） 泰雲院殿義岳良忠大居士 
 

 

所在地 大田市温泉津町飯原 市道福光西田線沿い 

北緯３５°０５′０５．６３″／東経１３２°２２′４５．３９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

碑石 最大幅 130／奥行き最大 48 
台石 1 段目 幅 174／奥行 112 
台石２段目 幅 165／奥行 100 

【
建
立
年
】
平
成
８
年
（
１
９
９
６
）
再

建 

【
建
立
者
】
飯
原
地
区
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
左
右
・
裏
面
］
な
し 

［
台
石
］
な
し 

［
周
囲
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
前
］
こ
の
井
戸

公
碑
は
約
百
メ
ー
ト
ル
西
寄
り
の
森

ケ
段
地
内
に
あ
っ
た
も
の
を
福
光
西

田
線
工
事
に
と
も
な
い
移
転
再
建
し

た
も
の
で
あ
る
／
平
成
八
年
六
月
／

飯
原
地
区
中 

［
周
囲
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
石
碑
裏
］
施

工 

青
笹
組
／
石
工 

お
ぎ
や
石
材 

中
祖
勉
／
協
力 

木
山
組
／
世
話
人

／
代
表 

田
中
清
秋
／
重
田
明
／
青

笹
元 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

上
村
の
石
碑
か
ら
福
光
西
田
線
を
西

田
方
面
に
向
か
う
と
左
側
、
道
路
か

ら
１
段
高
い
場
所
に
３
段
の
石
段
が

あ
り
、
周
囲
を
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
囲
ん

だ
中
に
こ
の
石
碑
だ
け
が
あ
る
。
立

派
な
し
つ
ら
い
だ
。
道
路
工
事
が
上

村
が
先
に
進
ん
だ
よ
う
で
、
上
村
に

倣
う
よ
う
に
道
路
工
事
に
伴
っ
て
立

派
に
再
建
さ
れ
た
。 

上
村
の
井
戸
公
碑
と
比
較
し
て
み
る

と
興
味
深
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
20
日
） 

単位：ｃｍ 

224 

163 

21 

40 
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【76】大田市温泉津町福光 浄光寺 （宮本なし/ﾛｰﾀﾘｰ 98） 井戸公之碑 
 
 

所在地 大田市温泉津町福光市 浄光寺墓地入口 

北緯３５°０４’１４．８６″／東経１３２°２０’４８．６６″（国土地理院地図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓浄光寺墓地 

単位：ｃｍ 

95 

38 

70 

203
70 

碑石最大幅 80／奥行最大 36 
台石１段目 最大幅 120／奥行最大 78 
台石２段目（ブロック）幅 183／奥行 146 
 

【
建
立
年
】
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）
再

建 

【
建
立
者
】
地
区
内
有
志 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
之
碑 

［
碑
石
裏
面
］
昭
和
五
十
九
年
秋
再
建

／
当
山
第
三
十
二
世
／
信
誉
正
行
代 

［
台
石
裏
面
］
発
起
人
／
坪
内
嘉
雄
／

本
田
松
代
／
協
賛
者
／
大
道
正
信
／

坪
内
敬
夫
／
札
場
実
三
／
坪
内
善
作

／
坪
内
良
／
長
畑
義
徳
／
田
儀
善
一

／
平
野
清
市
／
木
村
ア
キ
ヨ
／
福
富

ト
ミ
ヨ 

滑
正 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

２
０
１
３
年
の
大
田
市
文
化
協
会
の

井
戸
公
特
別
展
の
際
に
、
温
泉
津
町

福
光
の
元
大
田
三
中
校
長
の
福
富
隆

美
さ
ん
か
ら
こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
。 

浄
光
寺
本
堂
の
向
か
っ
て
右
手
に
広

が
る
墓
地
の
入
り
口
に
あ
る
。
３
段

の
石
組
の
上
に
自
然
石
の
台
石
を
乗

せ
、
碑
石
は
御
影
石
の
前
面
だ
け
を

磨
い
た
も
の
。
昭
和
59
年
建
立
と
新

し
い
の
で
、「
井
戸
公
之
碑
」
の
文
字

も
近
代
的
だ
。「
滑
正
」
は
協
賛
者
と

は
別
の
場
所
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
石

工
の
名
か
。 

  

（
調
査
日
２
０
１
５
年
５
月
５
日
） 
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【77】大田市温泉津町福光林 西田氏宅裏 （宮本なし/ﾛｰﾀﾘｰ 99） 井明府之… 
 
 

所在地 大田市温泉津町福光林 西田義夫氏宅裏 

北緯３５°０４’１４．８６″／東経１３２°２０’４８．６６″（国土地理院地図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←西田宅裏 

単位：ｃｍ 

88 

211.5 

碑石 幅 35 奥行 28 
台石１段目 幅 46／奥行 38 
台石２段目 幅 52／奥行 55 
台石３段目 幅 76／奥行 78 
台石４段目 幅 107／奥行 105 
台石５段目 幅 142／奥行 142  

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
之…

 

［
碑
石
側
・
裏
面
］
記
載
な
し 

［
台
石
］
記
載
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

２
０
１
３
年
の
特
別
展
の
と
き
に
温

泉
津
町
福
光
の
福
富
隆
美
さ
ん
が
小

野
兼
雄
氏
宅
前
に
あ
る
こ
と
を
教
え

て
く
れ
た
。
そ
の
石
碑
は
井
戸
公
碑

で
は
な
い
よ
う
だ
っ
た
が
、
２
０
１

５
年
５
月
５
日
に
採
寸
に
訪
れ
た
と

き
、
家
主
の
西
田
義
夫
さ
ん
が
新
し

い
家
を
建
て
て
前
日
に
大
阪
府
か
ら

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
（
夫
が
Ｉ
タ
ー
ン
）
し
た

ば
か
り
だ
っ
た
。
西
田
さ
ん
に
話
を

聞
く
と
、
家
の
前
の
碑
は
家
を
貸
し

て
い
た
小
野
さ
ん
が
裏
山
か
ら
持
ち

込
ん
だ
も
の
で
、
何
の
碑
か
不
明
と

の
こ
と
。
家
の
裏
の
楞
厳
寺
の
末
寺

龍
泉
寺
の
境
内
跡
地
に
別
の
碑
が
あ

る
が
、
と
紹
介
さ
れ
た
の
が
こ
の
碑

だ
っ
た
。
碑
銘
以
外
に
は
何
の
刻
字

も
な
い
の
で
、
建
立
者
、
年
代
は
不

明
。
福
光
石
製
で
一
部
剥
離
し
て
い

る
。 

    

（
調
査
日
２
０
１
５
年
５
月
５
日
） 

12 

26 

28.5 

32 

10 

15 
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【78】大田市温泉津町福光白谷 市道三差路 （宮本なし/ﾛｰﾀﾘｰ 100） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 
 

所在地 大田市温泉津町福光 白谷 市道白谷線と同白谷取付線の交差点（県道 32から約 100m） 

北緯３５°０３’１４．４８″／東経１３２°２０’４９．１６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

単位：ｃｍ 

115 

36 

256 

【
建
立
年
】
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
） 

【
建
立
者
】
上
組
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五
月

廿
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
君
平
左
衛
門
諱
正
明

／
原
卒
去
後
五
拾
回
當
福
光
中
依
／

恩
澤
百
姓
始
建
是
本
願
今
茲
慶
／
應

四
戊
辰
三
月
上
組
新
建
立
之 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
上
組
中 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

２
０
１
３
年
の
特
別
展
の
と
き
に
温

泉
津
町
福
光
の
福
富
隆
美
さ
ん
が
こ

こ
に
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
碑

文
を
読
む
と
井
戸
公
没
後
50
年
を
記

念
し
て
建
て
た
と
あ
る
が
、
没
後
50

年
は
１
７
８
３
年
で
あ
り
、
１
８
６
８

年
は
１
３
５
年
後
に
当
た
る
の
で
、
再

建
か
も
し
れ
な
い
。
市
道
の
三
差
路
が

平
ら
に
整
地
さ
れ
、
４
段
の
台
石
を
積

む
端
正
な
碑
だ
が
、
福
光
石
の
た
め
剥

離
が
始
ま
っ
て
お
り
、
最
初
の
調
査
日

以
降
、
訪
ね
る
た
び
に
文
字
が
読
め
な

く
な
っ
て
い
る
。 

 
 

     

（
調
査
日
２
０
１
３
年
９
月
14
日
） 

県道 32 

市道白谷取付線と 
市道白谷線の交点 

35 

36 

34 

碑石 幅 37.5 奥行 39.5 
台石１段目 65／奥行 67 
台石２段目 96／奥行 93 
台石３段目 126／奥行 125 
台石４段目 156／奥行 155 
 



90 

 

【79】大田市温泉津町福光 福光八幡宮 （宮本 温 00/ﾛｰﾀﾘｰ 91） 井戸神社 
 
 

所在地 大田市温泉津町福光 福光八幡宮 拝殿左手 

北緯３５°０４′２８．２３″／東経１３２°１９′５４．０１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祠 最大幅 125／奥行き最大 115 
台石（石組）最大幅 141／奥行最大 135 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
祠
前
面
］
井
□
□
□
（
井
戸
神
社
） 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

福
光
八
幡
宮
の
拝
殿
に
向
か
っ
て
左

側
に
２
つ
の
祠
が
あ
り
、
そ
の
左
側
。

「
井
戸
神
社
」
と
書
い
て
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
現
在
は
「
井
」
だ
け
が
は

っ
き
り
読
み
取
れ
る
。
神
社
の
案
内

板
に
境
内
社
と
し
て
「
井
戸
神
社
」
の

文
字
が
あ
る
。 

石
村
勝
郎
氏
の
「
い
も
神
さ
ま 

井

戸
平
左
衛
門 

石
見
銀
山
代
官
」
に

は
、「
明
治
時
代
に
郡
長
が
戸
長
（
村

長
）
を
集
め
て
、『
小
地
区
内
ご
と
に

井
戸
神
社
を
祭
る
よ
う
に
』
と
指
示

が
あ
っ
た
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
受
け
て
、
福
光
八
幡
宮
や
太
田
八

幡
宮
な
ど
に
井
戸
神
社
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。 

         

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

（
写
真
２
０
１
１
年
２
月
10
日
） 

単位：ｃｍ 

148 

256 

108 



91 

 

【80】大田市温泉津町福光湊西 （宮本 温 09/ﾛｰﾀﾘｰ 93） 井戸公頌徳碑 
 
 

所在地 大田市温泉津町福光湊西 県道２０３号沿い 

北緯３５°０４’４１．８０″／東経１３２°１９’７３．６０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

単位：ｃｍ 

254 

355 

【
建
立
年
】
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
） 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
頌
徳
碑 

［
碑
石
裏
面
］
昭
和
二
十
六
年
十
月
建
之 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

福
光
の
中
心
街
の
家
並
み
の
外
れ
、
県

道
２
０
３
号
沿
い
北
側
に
、
民
家
と
並

ん
で
公
園
の
よ
う
に
し
つ
ら
え
、
数
段

の
階
段
を
上
が
っ
て
行
く
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
碑
石
は
２
５
４
㌢
、
最
大

幅
81
㌢
も
あ
る
御
影
石
風
の
艶
の
あ

る
堅
い
自
然
石
。
碑
石
だ
け
の
大
き
さ

で
は
大
田
市
で
最
大
の
も
の
。
自
然
石

の
台
石
１
段
目
の
下
に
は
き
ち
ん
と

石
を
組
ん
だ
２
段
の
石
組
が
あ
る
、
と

て
も
立
派
な
碑
だ
。
総
高
さ
は
３
５
５

㌢
も
あ
る
。
た
だ
、
建
立
年
は
あ
る
も

の
の
（
再
建
か
？
）
建
立
者
の
名
な
ど

が
彫
っ
て
な
く
情
報
が
少
な
い
の
が

残
念
だ
。 

          

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
22
日
） 

県道 32 

市道白谷取付線と 
市道白谷線の交点 

41 

60 

碑石 最大幅 81 奥行最大 48 
台石１段目幅 134／奥行 55 
台石２段目（石組） 幅 151／奥行 117 
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【81】大田市温泉津町福光釜野 （宮本 温 10/ﾛｰﾀﾘｰ 94） 井戸殿墓□ 
 
 

所在地 大田市温泉津町福波 市道沿い 

北緯３５°０４′４６．４２″／東経１３２°１９′４３．９８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 最大幅 43／奥行き最大 40 
台石１段目幅 87／奥行 87 
台石２段目幅 147／奥行 147 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
殿
墓
□
（
「
塔
」

か
？
） 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

碑
は
道
路
わ
き
の
地
蔵
堂
の
横
の
10

段
の
石
段
を
上
が
っ
て
い
く
場
所

に
、
こ
の
石
碑
を
設
置
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
場
所
に
建

っ
て
い
る
。
碑
の
左
右
に
桜
の
木
が

１
本
ず
つ
植
え
ら
れ
て
い
る
。
近
く

に
鉄
道
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
す
る
際

に
、
擁
壁
を
し
て
こ
こ
に
移
転
し
た

か
、
碑
の
前
の
道
路
工
事
の
際
に
移

転
し
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
石

段
と
擁
壁
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、

木
々
に
も
覆
わ
れ
て
い
て
、
割
と
湿

気
の
多
そ
う
な
場
所
。
碑
石
は
自
然

石
だ
が
比
較
的
軟
ら
か
く
、「
井
戸
殿

墓
」
の
下
の
文
字
が
痩
せ
て
読
め
な

い
。
台
石
は
て
い
ね
い
な
も
の
で
１

段
目
の
前
と
、
２
段
目
の
前
に
石
板

が
置
か
れ
て
い
る
。 

す
ぐ
近
く
（
南
側
）
に
松
浦
屋
与
兵
衛

の
説
明
板
が
あ
る
。 

 

    

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

単位：ｃｍ 

161 

252 

61 

30 



93 

 

【82】大田市温泉津町今浦 （宮本 温 11/ﾛｰﾀﾘｰ 90） 井戸公頌徳碑 
 
 

所在地 大田市温泉津町今浦 県道２０３号沿い 

北緯３５°０４′１１．３２″／東経１３２°１９′０８．７７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 60／奥行き最大 38 
1 段目台石最大幅 119／奥行最大 67 
２段目台石幅 139／奥行 95 
３段目台石（ｺﾝｸﾘｰﾄ）最大幅 224／奥行最大 173 

【
建
立
年
】
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）
再

建 

【
建
立
者
】
今
浦
浦
会 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
頌
徳
碑 

［
碑
石
裏
面
］
昭
和
四
十
五
年
五
月
二

十
六
日
再
建
／
今
浦
浦
会 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

福
波
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
か
ら
吉

浦
に
向
か
う
海
岸
通
り
、
県
道
２
０

３
号
の
道
路
沿
い
に
あ
る
。
石
段
を

６
段
上
が
っ
た
場
所
に
広
場
を
整
備

し
、
忠
魂
碑
と
並
ん
で
建
っ
て
い
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
製
の
玉
垣
も
あ
り
、
道
路

か
ら
積
ん
だ
石
の
一
部
に
「
福
光
村

石
工
／
坪
内
平
作
」
と
あ
る
。
碑
は
昭

和
45
年
建
立
と
新
し
く
、
し
っ
か
り

し
た
造
り
に
見
え
る
。
３
段
目
の
台

石
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
だ
と
思
わ
れ

る
が
、
い
か
に
も
石
を
積
ん
だ
よ
う

な
て
い
な
い
な
造
り
。
１
段
目
の
台

石
も
海
岸
部
ら
し
く
海
石
が
使
わ
れ

て
い
る
。 

近
所
の
方
に
聞
く
と
、
旧
碑
が
折
れ

た
た
め
再
建
し
た
と
言
い
、
盆
前
に

は
草
刈
り
と
掃
除
を
し
て
い
る
と
い

う
。
碑
の
後
ろ
に
旧
碑
が
寝
か
さ
れ

て
お
り
「
井
戸
平
左
衛
門
尉
」
な
ど
の

文
字
が
読
め
る 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

単位：ｃｍ 

173 

343 

120 

27 

23 
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【83】大田市温泉津町吉浦 （宮本 温 12/ﾛｰﾀﾘｰ 92） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 
 

所在地 大田市温泉津町吉浦 敬願寺前県道２０３号海側 

北緯３５°０３′５０．４１″／東経１３２°１８′５７．５５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 90／奥行き最大 32 
台石 1 段目最大幅 134／奥行最大 64 
台石２段目（ｺﾝｸﾘｰﾄ）最大幅 197／奥行最大 158 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
（
蓮
の
花
） 

［
そ
の
他
］
刻
字
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

吉
浦
の
敬
願
寺
の
前
に
Ｊ
Ｒ
の
線
路

が
あ
り
そ
の
前
の
県
道
２
０
３
号
の

海
側
に
立
つ
。
大
田
市
最
西
端
の
碑
。

神
社
の
神
輿
が
休
憩
す
る
「
御
幸
所
」

と
し
て
整
備
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
広
場
に
こ
の
碑
だ
け
が
立
っ
て
い

る
。
以
前
地
元
の
方
に
聞
い
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
碑
は
正
確
に
は

江
津
市
内
に
立
っ
て
い
る
が
、
井
戸

公
碑
と
い
う
こ
と
で
黙
認
し
て
も
ら

っ
て
い
る
と
い
う
。
ど
っ
し
り
と
し

た
自
然
石
に
隷
書
で
「
泰
雲
院
～
」
の

文
字
が
彫
ら
れ
、
そ
の
下
に
蓮
の
花

も
あ
し
ら
っ
た
堂
々
と
し
た
碑
だ

が
、
建
立
者
、
建
立
年
な
ど
の
情
報
が

全
く
彫
ら
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
。 

碑
の
前
の
県
道
２
０
３
号
の
延
長
に

は
今
浦
、
湊
西
と
３
基
の
碑
が
続
い

て
立
っ
て
お
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

井
戸
公
に
対
す
る
思
い
が
強
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

単位：ｃｍ 

178 

238 

36 

24 



95 

 

【84】大田市温泉津町井田元井田 （宮本 温 17/ﾛｰﾀﾘｰ 89） 井戸公之碑 
 

 

所在地 大田市温泉津町井田元井田 道路沿いの法面 

北緯３５°０２′３２．５２″／東経１３２°２１′５６．７３″（国土地理院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 47／奥行き最大 44 
台石１段目 幅 75／奥行 65 
台石２段目 幅 125／奥行不明 

【
建
立
年
】
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）

再
建 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
六

日
卒
去 

［
碑
石
左
面
］
大
正
十
五
年
八
月
再
建 

 
 ［

調
査
の
経
過
］ 

主
要
地
方
道
温
泉
津
川
本
線
（
県
道

32
）
か
ら
市
道
を
少
し
入
っ
た
場
所
。

法
面
に
は
崩
落
防
止
の
金
網
が
張
っ

て
あ
る
が
、
そ
の
一
部
を
平
ら
に
加

工
し
、
こ
の
碑
だ
け
が
建
っ
て
い
る
。

草
に
覆
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
場
所

だ
が
、
い
つ
行
っ
て
も
碑
の
周
囲
だ

け
は
き
れ
い
に
手
入
れ
が
さ
れ
て
い

る
。
旧
碑
の
部
分
と
思
わ
れ
る
石
材

が
碑
の
後
ろ
に
置
い
て
あ
る
。
碑
の

前
に
は
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
お
り
、

井
戸
公
が
農
作
業
を
見
守
り
豊
作
を

願
っ
て
い
る
よ
う
な
位
置
関
係
だ
。 

          

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

単位：ｃｍ 

193 

123 

20 

50 
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【85】大田市温泉津町井田津渕 県道沿い（宮本 温 18/ﾛｰﾀﾘｰ 83） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市温泉津町井田津渕 県道３２号沿い（ＪＡライスセンター下） 

北緯３５°０２′０５．４３″／東経１３２°２２′３８．５２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 35／奥行き 35 
台石１段目 幅 56／奥行 57 
台石２段目 幅 80／奥行 80 
台石２段目 幅 105／奥行 110 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
邑
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
二

十
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
當
邑
中 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
世
話
人
／
新
七

／
安
平 

 
 ［

調
査
の
経
過
］ 

主
要
地
方
道
温
泉
津
川
本
線
（
県
道

32
）
沿
い
の
北
側
の
高
手
約
２
メ
ー

ト
ル
の
場
所
を
平
ら
に
し
、
こ
の
碑

だ
け
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
碑
の
後

ろ
に
は
地
域
の
方
の
墓
地
が
あ
る
。

碑
は
福
光
石
で
か
な
り
剥
落
が
進
ん

で
い
る
。
世
話
人
の
名
に
姓
が
な
い

こ
と
か
ら
江
戸
時
代
の
建
立
だ
ろ

う
。
台
石
２
段
目
「
當
邑
中
」
の
文
字

は
か
な
り
大
き
な
文
字
で
、
石
碑
建

立
を
実
現
さ
せ
た
当
時
の
皆
さ
ん
の

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。 

        

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

単位：ｃｍ 

173 

98 

27 

21 

27 



97 

 

【86】大田市温泉津町井田井尻 高野寺下（宮本 温 20/ﾛｰﾀﾘｰ 86） 寿真碑 
 

 

所在地 大田市温泉津町井田 高野寺参道階段手前の道路沿い 地蔵堂横 

北緯３５°０１′３０．７５″／東経１３２°２２′１４．６０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 31／奥行き 30 
台石１段目 幅 47／奥行 47 
台石２段目 幅 65／奥行 61 
台石３段目 幅 91／奥行 90 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
村
中 

 

［
碑
石
前
面
］
寿
真
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
／
五
月
廿

六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
碑
石
裏
面
］
な
し 

［
二
段
目
台
石
前
正
面
］
當
村
中 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
発
起
人
／
田
仲

彦
太
郎
／
重
富
繁
太
郎
／
石
戸
徳
市

／
渡
邊
種
市 

［
二
段
目
台
石
裏
面
］
金
一
円
高
野
寺

／
同
五
十
銭
涅
槃
寺
／
同
仝
田
中
庄

太
郎
／
同
四
十
五
銭
田
中
久
吉
／
同

仝
渡
邊
綱
田
良
／
同
仝
重
富
繁
太
良

／
同
四
十
銭
石
戸
徳
市
／
同
廿
六
銭

山
中
文
吉
／
同
廿
五
銭
山
中
源
吉
／

同
廿
三
銭
花
田
庄
太
良
／
同
仝
松
原

房
太
良
／
同
仝
森
川
元
三
良
／
同
仝

桜
木
新
吉
／
同
仝
福
田
コ
ト 

［
二
段
目
台
石
右
面
］
同
壱
円
三
十
二

銭
五
厘
三
十
名
／
石
工
／
坪
内
小
十

郎
作 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

道
路
か
ら
一
段
高
い
場
所
に
地
蔵
堂

と
並
ん
で
立
っ
て
い
る
。
福
光
石
で

傷
み
は
そ
う
な
い
が
、
苔
が
多
く
、
ブ

ラ
シ
で
苔
を
取
り
な
が
ら
判
読
し

た
。
寄
付
者
名
と
金
額
が
彫
ら
れ
て

い
る
の
が
珍
し
く
興
味
深
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
20
日
） 

単位：ｃｍ 

91 

153 

20 

20 

22 
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【87】大田市温泉津町井田殿村 市道沿い（宮本 温 19/ﾛｰﾀﾘｰ 84） 井戸正明碑 
 

 

所在地 大田市温泉津町殿村 市道沿い 

北緯３５°０１′２５．５３″／東経１３２°２２′５９．４５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 37／奥行き 38 
台石１段目 幅 59／奥行 58 
台石２段目 幅 80／奥行 80 
台石３段目 幅 103／奥行 101 
台石４段目 幅 137／奥行 138 
台石５段目 幅 170／奥行 171 
台石６段目 幅 219／奥行 220 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
元
殿
村
中 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
六

日 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
元
殿
村
中 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
□
話
人
／
池
野

善
四
郎
／
川
村
権
吉
／
川
平
□
治
／

福
光
石
工
／
山
中
清
七 

 
 ［

調
査
の
経
過
］ 

主
要
地
方
道
温
泉
津
川
本
線
（
県
道

32
）
の
殿
村
か
ら
右
折
し
て
高
野
寺

に
向
か
う
道
を
さ
ら
に
右
折
し
て
す

ぐ
の
坂
道
沿
い
に
地
蔵
堂
と
並
ん
で

建
っ
て
い
る
。
台
石
を
６
段
も
積
ん

だ
迫
力
の
あ
る
碑
で
、
殿
村
の
皆
さ

ん
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
福

光
石
は
か
な
り
傷
み
が
あ
り
、
ひ
び

割
れ
や
剥
落
が
あ
る
。
台
石
の
ゆ
が

み
も
見
え
る
。
碑
の
後
ろ
に
は
桜
の

木
が
１
本
植
え
ら
れ
て
い
る
。
台
石

２
段
目
と
３
段
目
に
盃
状
穴
が
あ

る
。 

       

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

単位：ｃｍ 

268 

107 

23 

25 

30 

31 

21 

31 
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【88】大田市温泉津町井田福田 願林寺向い（宮本 温 23/ﾛｰﾀﾘｰ 85） 嘉恵碑 
 

 

所在地 大田市温泉津町井田福田 願林寺下県道 32号北側 地蔵堂隣 

北緯３５°００′５８．８０″／東経１３２°２３′３５．１７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 33／奥行き 32 
台石 1 段目 幅 55／奥行 55 
台石２段目 幅 74／奥行 75 
台石３段目 幅 105／奥行 105 
台石４段目 幅 140／奥行 138 
 
 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
村
中 

 

［
碑
石
前
面
］
嘉
恵
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
台
石
二
段
目
正
面
］
當
村
中 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

高
野
寺
か
ら
県
道
32
号
を
川
本
方
面

に
進
み
、
ほ
と
ん
ど
川
本
町
境
。
石
碑

の
た
た
ず
ま
い
と
い
い
、
３
文
字
の

碑
銘
と
い
い
、
高
野
寺
下
の
「
寿
真

碑
」
と
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
、
寄
付

者
の
名
前
な
ど
の
情
報
は
な
い
。
こ

ち
ら
も
地
蔵
堂
の
横
に
あ
り
、
し
か

も
ど
ち
ら
の
地
蔵
堂
も
最
近
改
築
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。 

色
が
黒
ず
ん
で
い
て
わ
か
り
に
く
い

が
福
光
石
の
よ
う
な
石
。
苔
は
あ
る

が
あ
ま
り
傷
ん
で
は
い
な
い
。 

台
石
４
段
目
は
宮
本
調
査
で
は
高
さ

32
㌢
と
あ
る
の
で
、
後
日
コ
ン
ク
リ

ー
ト
が
巻
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

       

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
20
日
） 

単位：ｃｍ 

192 

100 

25 

10 

28 

29 
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【89】大田市温泉津町井田横道（宮本 温 14/ﾛｰﾀﾘｰ 87） 井明府之碑 
 

 

所在地 大田市温泉津町井田横道 横道集落センターの裏の法面下 

北緯３５°０１′４７．８５″／東経１３２°２４′０１．７７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 33／奥行き 32 
台石 1 段目 幅 55／奥行 55 
台石２段目 幅 74／奥行 75 
台石３段目 幅 105／奥行 105 
 
 
 

【
建
立
年
】
安
政
２
年
（
１
８
５
５
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
安
政
二
乙
卯
歳
冬
十
月

建
之 

［
碑
石
左
面
］
碑
文
「
恭
惟
井
戸
正
明
君

徳
性
温
厚
而
仁
愛
洽
於
洲
邦
合
／
民

教
植
蕃
薯
芋
故
従
□
□
高
諭
而
後
□

歳
植
之
明
／
蔓
繁
殖
諸
民
共
食
之
而

凌
飢
渇
者
居
多
也
無
嗚
呼
／
正
明
君

之
為
偉
□
哉
無
□
□
其
澤
者
故
諸
民

欽
／
□
無
彊
依
而
建
碑
以
長
感
□
其

恩
徳
云
爾
」 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
當
村
中 

［
同
左
面
］
庄
屋
／
平
治
衛
門
／
頭
百

姓
／
清
右
衛
門
／
同
／
力
蔵
／
世
話

人
／
會
蔵
／
平
一
郎
／
除
平 

［
同
右
面
］
石
工
／
平
□
□
ヱ 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

横
道
集
落
セ
ン
タ
ー
の
裏
手
の
里
道

の
辻
に
、
戦
没
軍
人
の
碑
、
阿
弥
陀
仏

の
碑
に
挟
ま
れ
て
立
つ
。
す
ぐ
近
く

に
地
蔵
堂
が
あ
る
。
大
き
な
碑
で
は

な
い
が
、
建
立
年
、
建
立
団
体
名
、
関

係
者
名
の
ほ
か
、
長
文
の
碑
文
も
あ

り
、
格
調
高
い
。
碑
文
は
石
が
痩
せ
て

読
め
な
い
文
字
も
あ
る
。
３
段
目
の

台
石
の
前
の
部
分
が
倒
れ
て
お
り
、

台
石
が
周
囲
し
か
な
い
と
い
う
構
造

が
よ
く
わ
か
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
25
日
） 

単位：ｃｍ 

177 

99 

24 

26 

28 
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【90】大田市温泉津町井田太田 太田八幡宮（宮本 温 00/ﾛｰﾀﾘｰ 88） 井戸神社 
 

 

所在地 大田市温泉津町井田太田 太田八幡宮（合祀） 

                  北緯３５°０１′５９．９０″ 

                  東経１３２°２３′１６．５８″（国土地理院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太田八幡宮（写真上）と 
階段下にある、温泉津町が設置した説明板（写真左） 

【
建
立
年
】
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）
合
祀 

【
建
立
者
】
太
田
八
幡
宮 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

階
段
下
に
設
置
さ
れ
た
説
明
板
に
は
「
御
祭

神 

応
神
天
皇 

玉
依
姫
命 

功
皇
后 

合
祀
さ
れ
た
神
社
に
井
戸
神
社
（
祭
神
、
井

戸
正
明
）
が
あ
る
の
が
歴
史
的
興
味
を
そ
そ

る
。
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）
の
合
祀
」
と

あ
る
。
井
戸
神
社
の
祠
は
な
い
。 

現
在
の
宮
司
は
大
田
市
大
代
町
の
石
清
水

八
幡
宮
の
藤
田
薫
卿
宮
司
が
兼
務
し
て
い

る
が
、
途
中
か
ら
兼
務
し
た
た
め
か
、
井
戸

神
社
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ

な
か
っ
た
。 

神
社
の
祭
事
に
も
井
戸
公
に
関
す
る
も
の

は
な
い
よ
う
だ
、 

               

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
25
日
） 
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【91】大田市温泉津町井田太田 市道沿い （宮本 温 15/ﾛｰﾀﾘｰ 82） 泰雲院殿義岳良忠大居士 
 

 

所在地 大田市温泉津町井田太田 市道沿い 

北緯３５°０２′０１．９０″／東経１３２°２３′３７．２０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 34／奥行き 28 
台石１段目 幅 60／奥行 61 
台石２段目 幅 79／奥行 79 
台石３段目 幅 108／奥行 120 
 
 
 

【
建
立
年
】
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
再

建 

【
建
立
者
】
太
田
區 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
二
十

六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
正
朋 

［
碑
石
裏
面
］
昭
和
五
年
十
月
再
建 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
太
田
區 

［
同
左
面
］
再
建
発
起
者
／
重
田
為
市
／

萩
本
政
太
郎
／
森
田
春
市
／
寄
附
者
芳

名
／
イ
ロ
ハ
順
／
花
田
辰
太
郎
／
垰
阿

一
／
長
尾
仟
／
小
川
真
／
岩
倉
又
市
／

板
倉
円
吉
／
花
田
弥
吉
／
花
田
時
太
郎 

［
同
裏
面
］
萩
本
伊
吉
／
萩
本
與
吉
／
萩

本
晴
信
／
垰
作
市
／
竹
﨑
文
吉
／
長
尾

正
樹
／
室
田
仁
太
郎
／
柳
井
流
情
／
榎

準
吉
／
畦
田
善
作
／
坂
根
賢
／
坂
井
政

知
／
水
黒
幾
太
郎
／
澄
田
松
市
／
萩
本

政
行
／
重
田
貢
／
森
田
春
市 

［
同
右
面
］
役
人
／
新
右
衛
門
／
只
右
衛

門
／
勝
右
衛
門
／
世
話
人
／
平
助
／
幾

七
／
伊
之
吉
／
再
建
発
起
者
／
水
黒
幾

太
郎
／
杦
本
友
市
／
萩
本
安
二
／
木
村

清
太
郎
／
板
倉
円
吉 

 
 ［

調
査
の
経
過
］ 

市
道
脇
の
木
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
あ

り
、
一
部
剥
落
し
て
い
る
が
、
台
石
に

彫
ら
れ
た
人
名
は
は
っ
き
り
読
め

る
。
世
話
人
に
苗
字
が
な
い
こ
と
や

役
人
の
名
が
あ
る
の
で
、
再
建
は
二

度
目
か
も
し
れ
な
い
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
25
日
） 

単位：ｃｍ 

188 

110 

26 

28 

24 
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【92】大田市温泉津町井田菰口 荻村集会所前（宮本 温 16/ﾛｰﾀﾘｰ 81） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市温泉津町井田菰口 荻村集会所前 

北緯３５°０３′４０．３８″／東経１３２°２３′５３．８１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 60／奥行き最大 49 
台石１段目 幅 92／奥行 90 
台石２段目 幅 127／奥行 122 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
荻
邑 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
（
蓮
の
花
）
／
右
側
に
「
享
保
十
八

癸
丑
歳
／
施
主
」
左
側
に
「
五
月
二
十

六
日
／
荻
邑
」 

ほ
か
に
文
字
は
な
し 

 
 ［

調
査
の
経
過
］ 

荻
村
集
会
所
の
前
の
道
路
沿
い
に
石

積
み
３
段
の
約
１
㍍
の
高
さ
に
広
場

を
作
り
、
他
の
石
碑
、
石
灯
籠
な
ど
が

並
べ
ら
れ
た
う
ち
の
中
央
に
位
置
す

る
。
建
立
年
は
彫
っ
て
な
い
が
、
ほ
か

の
石
碑
に
「
明
治
三
十
八
年
」
が
あ
っ

た
り
、
隣
に
あ
る
石
灯
籠
に
は
「
大
正

五
年
」
と
あ
る
の
で
、
明
治
後
期
か
ら

大
正
時
代
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
。
碑
石
は
白
っ
ぽ
く
、
そ
う
堅

そ
う
に
は
見
え
な
い
自
然
石
だ
が
、

傷
み
は
な
い
。
碑
石
そ
の
も
の
も
大

き
い
部
類
だ
し
、
飾
り
罫
や
法
名
の

下
に
蓮
の
花
を
あ
し
ら
う
な
ど
、
て

い
ね
い
な
造
り
だ
。
道
路
か
ら
約
１

㍍
の
高
さ
に
並
ぶ
８
基
の
石
碑
群
は

か
な
り
存
在
感
が
あ
る
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
11
日
） 

単位：ｃｍ 

243 

185 

25 

33 


